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九州育種場だより Vol.20 

マツノザイセンチユウ抵抗性クロマツ[志摩ク・64号l (昭和60年度開発)

昭和53年度かう今日!と至るまでマツノザイセンチユウ抵抗性マツの開発が統lプ5れており、九州育種

基本区ではアカマツ46品種 クロマツ42晶積(全国では、アカマツ182昂穂句クロマツ品種)が開発

されました。

写真の [志序ク-64号]は 『荒雄』という品種名で、平成3年9月フ自に昂種登録されました。

6 紙一枚からの思いやり 木になる紙

~九州育槽場では九州の森林の健全な育成を維逃するため‘この紙の製造過程で原料の一郎として間伐材を使用しています~

この印刷物l立、印刷用の紙へリサイクルできます。



ぐと九州育種場開 2010.1
主三 長伐期化を支える短伐期晶種 d 

場長 福嶋雅喜

明けましておめでとうございます。皆様方におかれましては、希望をもって新年在迎え

られたこととお慶び申し上げます。

ヲリフ才 ドーギア ツという人類学者が、庭づくりや帆走のことを 「地元固有の知識

の導きによってうまく作動J'する「場所に関わる按」事と自明視したように、 向車林づくりj

も‘例えば九州ではさし木在中心とした授に特徴付けられるとと等白、ら‘場所に関わる技

として捉えることができそうです。

それでは、森林づくりを場所に関わる技と見なした場合、彼のもう つの概念である「

局地的広事実の芯かに広く普遍的芯原理をみつけ出す職人仕事」均九 「森林づくりの妓術

開発J1こも当てはまるかどうかを試してみたいと思います。
九州の中央部に位置する熊本県山都町の粟屋克範さんは、林業として大規犠とは言えない

40ヘヲヲ ル程度の森林所有者ですが‘家計の大半を林業収入で賄われている森林経富者

です。代守の林家として最高91年生 (平均樹齢。戦時供出がなければそれ以上。 )の高齢

人工林在所有し、九州では診しい長伐期を目標にした森林の取扱在されています。

育種の面白、ら注目すべきととは、岡 林分の中に、長伐期用の品種だけではなく、短伐期

用も含めて糠々な品種が群状、列状に混値されていることです。これは、森林を育ててい

く過程で、震初に芯持柱向き等の短伐期用品種を収種しながら林分密度を調整し、愚終的

には長伐期用品種の大径木で構成された林分に仕立てていくととを目標にしているためで

す.そこでは、通常は価値が低いものと見なされる間伐木が、価値を生み出すものとして

取扱われ、植栽した木のい守れもが有効活用できるよう目指されています.

現在、国家戦略として長伐期化が推進されている中、林分全体か5見れば長伐期 個々

の品種から見れ1<1'r争伐期Jという森林の取級は、伐期を長期化していく過程で生じる負
担を緩和し、森林の力スケ ド利用を進める効果が期待できることか5大変有意義芯もの

では砿いでしょうか。

ただし、粟屋さんの森林経営は、品種の選定以外にも様守な工夫が芯されており、また大

変集約的主主ものなので誰もが直ちに真似で古るとは思われません。

そこで、地元固有の知識だけでは芯く、それに加えて広い視野が得られれば、例えば路

網密度在高めて高度に情報化された林業機械を使用したり、列状間伐等の工夫を凝らした

りするのなら、その応用性、実j見性は高まりそうに思われま官。

また、最近の育種においては、初期成長が早く、かつ若齢でありながら高いヤング率在

記録した個体が新たに見出されてきており‘若齢間伐木の価値在高める材料として用いる

ことも期待でき、これら者活用した新た芯長伐期施業が実証されればと夢を膨うませてい

るとζろです。

-フ1J7;tードギアーツ (属原頭昭5駅) ローカルノレッジi 岩謹書Jo. 1991 

(rgardeningJ' rcraftsJ' floc副」訳部を改茸)
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会九州育種場だより 2010.1 
~新しいマツ材線虫病抵抗性マツの

i産手f去の開発1;;:向I:L"C-::: 

平成21年11月5日制日林協会館(東京都)におい

て行われた第39回林木育種研究発表会において、

「フロマツの第二世代マツ材線虫病抵抗性種苗生産

システムの構築」と題して以下の内容を発表いたし

ました。

〈要旨〉

マツ材線虫病に対する抵抗性老高め、さらに形質

の安定した苗木を安いコストで生産するシステムを

構築するため九州地域在中心とした10機関(中

核機関 九州大学)によって行った「クロマツの第二

世代マツ材線虫病抵抗性種苗生産システムの情築」

(鹿本和jく産省 新た芯農林水産政策を推進する実用

技術開発事業)についての概要在紹1i'し苦す。

ます、九州各県7力所の採種国産自然受粉種子か
ら約2万個体の実生苗を育成しました。また、九州
の各地域かうマツノザイセンチュウ約50系統を単
離し、非常に病原性の高い線虫系統を探索しました。

との強病原性線虫を含め3団の人工接種在行い、抵

抗性の高いフロマツ962個目卒者選抜しました。さら
に、 ONA鑑定による花粉親の推定およびさし木発根

性の調査を行い、抵抗性が高く、増殖性に慣れた

94ウロ ン在開発しました。選薮と同時に発根性

を高める技術を開発し、さし木掴殖が困難とされて

告たフロマツにおいて、さし木箇生産システム巷構

築しました。これにより‘抵抗性苗生産において線

虫接種検定の必要がなく芯り、安い生産コストで高

い抵抗性を持つ苗木生産が可能に芯りました。

(育種研究室 大平峰子)

発表スライドの部
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~新しいスギ晶種の開発に向けて~

平成21年11月25日ω熊本県民交流館パレア(熊
本市)において、九州支所 林木育種センヲ一九州

育種場主催の森林総合研究所九州地域研究発表会在

行いました。乙の中で、 「九州地域におけるスギ品

種の早期選飯手法の検討についてJと題して以下の
内容を発表し1たしました。

〈要旨〉

九州育種場は木材生産の増大に貢献する昂穫を開

発するため、昭和32年から精英樹選抜育種事業を進

めてきました。各品種の特性を明らかにし、優良品

種を選ぶために、様々1J:品種を植栽した検定林(試験

林)在九州音地に設定し、定期的に調査しています。

これらの検定林の中には植栽後30-40年経過し

たものがあり、収穫時期(伐期)に近い林齢の調査

デーヲが集積されつつあります。近年はこれらのデー

?に基づいて、成長材質に優れた推奨晶種在選定

レ‘普及在進めているところです。

このよう忍従来の品議開発の方法は、開発まで40

年以上の時聞がかかります。そこで、これまでに得

うれた検定林のデ ヲ等を用いて、より若い林齢の

調査デ-51から、将来の成長や材質が慣れた昂種を

絞り込むζとわ句能白、どうか検討を加えています。

(育種研究室松永孝治)

発表の様子



企九州育種場だより 2010.1 
花粉症対策スギ苗木の大量供給に向けて

スギ花粉症をインヲーネットのフリー百科事典 『ウィキベディア (Wikipedia)Jで検索すると「ス
ギ花粉症は日本で最も多い花粉症で、国民の15%が患っている。日本ではスギ花粉は2月力、う4月ま
で飛敵するため、スギ花粉症の患者はこの時期に急増する。」と掲載されています。この国民的な社会

問題に対応するため、独立行政法人森林総合研究所林木育種センター(以下、林木育種センヲ という)

では国および都道府県芯どの関係機関と連携し、平成20年度末までに花粉の少芯いスギ(以下、少花
粉スギ) 135品種、無花粉スギE品種を開発しました。しかし、少花粉スギ苗木の供給量はスギ山行
き苗木全体の1%未満(平成18年度)に過ぎす、これまでに開発された少花粉スギ品種等の供給量の

増大を図ることが急務な課題となっています。

このことを踏まえ、林野庁では広域連携優良苗木確保対策費という補助金事業を立ち上げ、これを全

国山林種苗組合連合会が主体となって、参画する全国各県の林業種苗協同組合等に事業を委託し、平成

29年度の少花粉スギ供給畳1千万本を目標に事業が進められています。

この事業の一環として、少花粉スギ等の性質をそのまま受け継いだフローン苗フ択を大量増殖するため

に林木育種センヲーで技術開発した「マイクロ力ツティング ミ二穂を利用した増殖;去jを習得すべく

全国告地で「新さし木技術講習会Jが開催されています。
今年度の九州地区では、 10月2B臼倒|こ福岡県樹苗農業協同組合(以下 福岡県苗組)、 10月29

目的に熊本県樹苗協同組合(以下、熊本県苗組)による「平成21年度新さし木生産技術普及講習会」

がそれぞれ開催され、林木育種センター育種部指導課植田技術指導役、弓野増殖保存係員および当育種

場職員が講師として講義および技術指導を行いました.

福岡県箇組の講習会は、福岡県朝倉市の福岡県菌組事務所および構内において福岡県百組組合員34
名が参加され、午前中にクローン苗の大量増殖についての講義、午後からはマイヲロ力ツテイング及び

ミ二穂挿しの穂づくりからさし付けまでの実践的芯実習を行いました。

熊本県苗組の講習会は当場で開催され、熊本県苗組組合員のほか、熊本県、宮崎県の職員および熊本

県内の森林組合員など総努24名の参加があり、午前中にクローン苗の大量楢殖についての講義および
穂づくりからさし付けまでのデモンストレーシヨンを行い、午後白、らは少花粉スギ等最近の育種動向に

ついての講襲と場内試験地等の説明を行いました。

いすれの参加者も真剣な表情で受講され、積極的忽質問や自分たちの取組状況などの意見交換が芯さ

れ‘新た芯種苗生産技術や花粉症対策芯どに取り組む意欲がひしひしと伝わる2日間でした。
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会 九州育種場だより 2010.1 

九州沖縄農業研究センタ一一般公開に出展

毎年恒例の九州沖縄庫業研究センヲ が行っている 般公開に.今年度も森林総合研究所ブスを設

けて、九州支所と合同で、出展させていただきました。

ブースでは例年間犠に、研究や実験の過程で使用した苗木 しいたけのほだ木等を配付いたしました

が‘行列が出来るほどの人気でした。また、恒例の丸太切り体験 しおりづくり 森の工作室に加え、

今回か5.野鳥図鑑のDVD放映とパネルを使って里山の動物や絶滅危慎種の樹木を紹介しました。

TJ.お.今回の、緑の募金にも多くの方にご協力在頂きました。ありがとうございました。
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主
九州育種場だより 2010.1 

濁舛研究者の来甥 一主
01レイス樽土 (LuisA. Aロiolaza，Ph. 0.) 
ニュージーランド カンタベリー大学上席講師

ルイス博士は、 8月17日に来日し、本所 (つくば市) 北海道支所

関西支所、そして、 8月26日に九州森林管理局で講演会を行いました。

九州森林管理局での講演では、 「ニュージーランドの林業と林木育種

戦略の概要」及び「ラジア タパインにおける材質の早期選抜」につい

てお話しいただきました。二ユ ジ ランドでの極端に密度の低い植栽や、樹齢8ヶ月で

悪い材質を特定する手法芯ど、興味深い内容でした。

0イー憎士 Oチャー樽士
(Ja争seonYi. PH. 0.) (Cha， Ou Sons， PH. 
輔国マツ箇会会長 江原大学学畏

江原大学教授

昨年韓国で行われたIUF円0のゴヨウマツ類の育種

遺伝資源国際会議で発表した研究成果に関心を持た

れたイ一博士とチャー憎土は、 8月7日に来場し、当場で行っている「絶滅危慎種ヤクタ
ネゴヨウの生息舛保存の研究Jを視察されました。
接ぎ木で保存しているヤクタネゴヨウの成体、人工交配によって得られた種子、種子を

育成した実生菌芯どを御紹介したところ‘大変関心をもって説明を聞いていました。

0ウー憎士 (W∞KwanS∞.Ph. 0.) 
鱒国森林研究所

ウ 博士は、日本におけるマツ材線虫病抵抗性育種事業の視察を目的に

来日されました。

近年、韓国でもマツ枯れがひどく、その対策の っとして抵抗性育種

に取り組み始めています。そこで、日本の抵抗性育種事業の視察の一環

として、 9月28日から29日の二日間当場を視察されました。

あさぎり町では、マツ材線虫病被害林分かう球果を採集しました。韓国では、すでに選

ばれた精英樹かう抵抗性品種の選抜を行っているため、実際に被害林分における球果の採

集が大変興味深かったようです。

また、当場の苗焔を視察したあと、双方の研究成果の紹介などにより、情報交換を行い

ました。
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会 九州育種場だより 2010.1 
「木に怒る紙jシリーズ

この「木になる紙Jシリ ズ製品の売上金の部は「間伐協力金」と芯り、その協力金により
山にとって大切砿間伐等が行われます。

森林は、地球温暖化ガス (C02)を吸収固定します。警備された森林では‘より多くのC02在

阪収固定します。

この「木になる紙」シリ ズ製品在購入することは、日本の森林づくりに協力しているととは

もちろん、 C02を削減し地球温暖化防止に貢献するのです.

たとえば、間伐紙コピー用紙を1箱購入すると‘ 2.6kgのC02の限収に貢献出来ます。

「木に芯る紙」シリーズは、 「国民が支える森林づくり運動J推進協議会が命名した、間伐材
を利用した紙製品の商品シリ ズです。

現在、ファイル封筒 コピー用紙が製畠化されています.

‘~ .. 

1月E日例育種事業担当者打合せ 林木育種センタ 九州育種場

( rクロマツの第二世代マツ材線虫病抵抗性種苗生産
システムの構築」の今後の進め方〉

3月lBe!O 九州地区研究評議会 森林総合研究所九州支所

森林総合研究所が独立行政法人に改組した際.年度終わ口に外部からの評価をうける評議会

が行われるが、それと1<>別に、九州地域独自で、九州支所九州育種場独自の研究事業につ

いて‘外部の評議委員かう評価を受けるための会議です。
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